




〔研究目的〕 

成人の心疾患による死亡は年々増加しており,最近では人口 10万対死亡率 107.5となり死

因の第 3位を占めている。心疾患の大部分は虚血性心疾患によって占められており,虚血性

心疾患の成人死因に果たす役割は極めて大となっている。成人期の虚血性心疾患の予防に

は小児期からの高脂血症,肥満,その他の危険因子を少なくすることが重要であると考えら

れる。従って本研究では小児期における高脂血症の実態を把握し,生活環境の調査により現

代の小児のもつ危険因子を分析するとともに予防のための生活指導指針を確立することに

ある。 


